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当科において今まで髄膜腫に対する手術治療を受けた患者さんへ 

【過去の腫瘍検体を研究へ利用することについてのお願い】 

 
大阪医科薬科大学 脳神経外科では、以下の臨床研究に参加しています。 

「高悪性度髄膜腫の病態解明と新規治療戦略の開発へ向けた体制の構築」 

本研究は、今現在も治療が難しい高悪性度髄膜腫に関して、本邦の現在の治療成績、主た

る治療法である手術と放射線治療の治療効果と合併症や治療成績に関与する因子、さらに

手術中に採取された検体を使用した脳腫瘍ゲノムの網羅的な解析、などを通して、より良

好な治療成績を達成するために有効な治療法を検討したり、高悪性度髄膜腫の発生や治療

に対する反応性にどのような遺伝子が関わっているか調べたりする目的で行われるもので

す。この目的のために、過去に当科にて脳腫瘍に対して手術を受けた患者さんのうち当院

で保存している腫瘍検体の一部を本研究のために使用させていただきます。 
 
本研究は埼玉医科大学中央倫理審査委員会の審査を受け、学長の承認を得て行われます。 

 
◯症例登録期間： 2001 年 1 月 1 日から 2030 年 3 月 31 日（この間に手術を受けた方） 
 研究期間：   2022 年 2 月 22 日から 2032 年 3 月 31 日 
  但し、これらの期間は、必要な手続を経て変更する場合があります。 
 
◯基幹研究施設: 埼玉医科大学総合医療センター 脳神経外科 
 
◯共同研究施設 

1) 共同研究者 
群馬大学脳神経外科    教授 大宅 宗一 
日本医科大学脳神経外科   教授 村井 保夫  
滋賀医科大学脳神経外科   准教授 深見 忠輝 
藤田医科大学脳神経外科   教授 廣瀬 雄一 
和歌山県立医科大学脳神経外科  教授 中尾 直之 
東京女子医科大学脳神経外科   教授 川俣 貴一 
東京大学脳神経外科    教授 齊藤 延人 
慶応大学脳神経外科    教授 戸田 正博 
東京医科大学脳神経外科   教授 河野 道宏 
大阪医科薬科大学脳神経外科   教授 鰐渕 昌彦 



 
 

  

杏林大学脳神経外科    准教授  丸山 啓介 
大阪公立大学脳神経外科   教授 後藤 剛夫 
埼玉医科大学国際医療センター脳脊髄腫瘍科 教授 三島 一彦 
島根県立中央病院脳神経外科   医療局次長 井川 房夫 
岡山大学脳神経外科    教授 田中 將太 
国立がん研究センター中央病院脳脊髄腫瘍科 科長 成田 善孝 
東京慈恵会医科大学脳神経外科  准教授 田中 俊英 
国際医療福祉大学病院脳神経外科  教授 中冨 浩文 

 
2）中央診断機関 
群馬大学病態病理学分野  教授   横尾 英明 
埼玉医科大学病理学   客員教授   佐々木 惇 
 
3）病理診断・遺伝子解析研究機関 
埼玉医科大学総合医療センター脳神経外科 准教授 花北 俊哉 
埼玉医科大学総合医療センター病理部  助教 村上 千明 
埼玉医科大学微生物学          教授  村上 孝 
講師 堀内 大 
群馬大学脳神経外科    教授 大宅 宗一 
群馬大学病態病理学分野   教授 横尾 英明 
旭川医科大学病理部    講師 湯澤 明夏 
埼玉医科大学国際医療センター  教授 三島 一彦 
東京大学脳神経外科    教授 齊藤 延人 

 
4) 統計解析支援機関 
東京大学大学院医学系研究科医療品質評価学講座 特任助教  一原 直昭 

 
◯試料提供元機関 

群馬大学医学部附属病院    病院長 齊藤 繁 
日本医科大学付属病院   病院長 山口 博樹 
滋賀医科大学医学部附属病院   病院長 田中 俊宏 
藤田医科大学病院    病院長 今泉 和良 
和歌山県立医科大学附属病院   病院長 西村 好晴 
東京女子医科大学病院   病院長 西村 勝治 
東京大学医学部附属病院   病院長 田中 栄 
慶応義塾大学病院    病院長 松本 守雄 
東京医科大学病院    病院長 山本 謙吾 
大阪医科薬科大学病院   病院長 勝間田 敬弘 
杏林大学医学部附属病院   病院長 近藤 晴彦 



 
 

  

大阪公立大学医学部附属病院   病院長 中村 博亮 
埼玉医科大学国際医療センター  病院長 佐伯 俊昭 
島根県立中央病院    病院長 小阪 真二 
岡山大学医学部附属病院   病院長 前田 嘉信 
国立がん研究センター中央病院  病院長 瀬戸 泰之 
東京慈恵会医科大学付属病院   病院長 小島 博己 
国際医療福祉大学病院   病院長 吉野 一郎 

 
◯試料提供先機関 

埼玉医科大学総合医療センター脳神経外科  
埼玉医科大学総合医療センター病理部   
埼玉医科大学微生物学           
群馬大学脳神経外科     
群馬大学病態病理学分野    
旭川医科大学病理部     
埼玉医科大学国際医療センター脳脊髄腫瘍科   
東京大学脳神経外科     

 
・ 参加施設において 2001 年 1 月 1 日以降に手術を受けたことのある髄膜腫の患者さんが

本研究の対象となります。 
・ すでに採取された腫瘍検体の一部と臨床データを用いるため、新たな検査や費用負担が

患者さんに生じることはございません。 
・ ただし、ご同意いただいた患者さんからは血液のサンプルの提供を受け、生殖細胞系列

遺伝子の解析を予定しています 
・ 血液サンプルは、通常の診療の目的で行われる採血の際に 5mL 程度の少量の血液を上

乗せして採取する形で行われるため、健康被害が生じることはないと考えられます。 
・ 腫瘍検体・血液検体は郵送にて提供されます。また臨床データは電子的配信により提供

されます。 
・ 検体を使用させていただいた患者さんへの謝礼はございません。 
・ 使用する検体とデータは完全に匿名化し、個人が特定されないよう個人情報に関しては

厳重に管理いたします。 
・ 個々の症例に関する遺伝子・蛋白解析結果は、患者さんへは原則として開示をいたしま

せん。腫瘍検体の研究利用の拒否を希望される方、あるいは何らかの遺伝カウンセリン

グを希望される方、は下記の連絡先へご連絡いただけましたらご案内申し上げます。 
・ 研究成果は、学会や医学雑誌などの発表に使用される場合があります。この際も個人情

報が公表されることは全くございません。 
・ 研究に用いた検体等は本研究が終了する 2032 年 4 月 1 日以降も引き続き保存され、本

研究の趣旨と合致する目的を持つ研究については、適切な手続き・審査を経て二次的に

活用される可能性があります。 



 
 

  

・ 研究成果においては、知的財産（特許などを想定しています）が生じる可能性もありま

すが、その権利は埼玉医科大学総合医療センターが研究参加施設を代表して管理するこ

ととなっており、検体をご提供いただいた患者さんには知的財産権はございません。 
・ 本研究は、研究代表機関および共同研究機関における研究者が取得している公的研究費

や民間の助成金、ならびに研究代表機関の研究費を使用して行われ、特定の企業や団体

との利益相反はございません。 
 
もし今回の腫瘍検体の研究利用につきましてご説明を希望される場合やご同意をいただけ

ない場合には、いつでもご遠慮なく下記の問い合わせ先までご連絡ください。 
また、当然のことながら、同意の有無が以後の治療などに影響することは全くございませ

ん。 
 
【問い合わせ先】 

大阪医科薬科大学 脳神経外科学 診療准教授 古瀬 元雅  
〒569-8686 大阪府高槻市大学町 2-7  
TEL: 072-683-1221, FAX: 072-683-4064 


